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大
和
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精
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合
致
し
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る
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を
見
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な
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義
た
る
人
格
の
完
成
の
基
礎
が

出
末
上
り
た
か
ら
で
あ
る
（
ヽ

ば葉得に川端結４ふるる光書翁そ･か
¬はた精でで心重１所心風し師れ｀
ラ無な淮ああとせ-1で乙有てのは剪
ダ用らしる６脹らラあ,を月天意症れ

持
紳
の
根
本

何
故
・
な
ら

撹
に
到
達
し

や
凡
て
の
言

　1

L_

て
後
巳
ひ
の
戦
闘
心

の
意
識
の
華
で
あ
・
９

袈
で
あ
る
、
人
事
を

命
を
待
ち
戦
丁
つ
て

の
悠
々
と
し
て
寛
な

「
ラ
グ
ビ
ー
」
の
数
へ

る
。
最
後
に
再
び
云

グ
ビ
ー
」
に
於
て
段

れ
る
絹
針
的
な
る
團

従
心
そ
れ
は
勇
者
の

社
命
生
活
の
第
一
原

で
む
ぺ

1
7
"
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ｑ
副
詞
の
「
ゴ
ー
ご
フ
イ
ン
」
に

　
は
さ
ま
れ
た
る
「
タ
ッ
チ
ラ

　
イ
ン
」
（
根
の
線
）
の
長
さ
は

　
「
百
十
ヤ
ー
ド
」
に
し
て
「
ゴ

　
ー
こ
フ
メ
ー
ン
’
一
は
「
七
五
ャ

　
ー
ド
」
あ
り
ｏ

○
乙
の
「
タ
ッ
チ
ラ
ー
ン
」
に
単

　
行
に
無
線
で
「
五
ャ
ー
ど
フ

　
イ
ｙ
」
が
引
か
れ
る
。

Ｏ
「
〃
Ｉ
フ
ウ
ー
ラ
イ
ン
」
は
・

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
二
等
分
す
Ｉ

　
る
線
な
・
９
．
　
　
　
　
　
　
一

〇
［
十
ャ
ー
ど
フ
’
ａ
・
ン
］
は
「
こ

　
Ｉ
フ
ク
エ
ー
ラ
イ
ン
」
か
ら
Ｉ

　
「
十
ヤ
ー
ド
」
離
れ
で
之
と

万

　
行
に
引
か
れ
た
る
線
な
・
９
回

○
「
二
十
五
ャ
ー
ド
ラ
イ
ン
」
昧

　
「
ゴ
ー
亡
フ
イ
ン
」
と
単
行
に
Ｉ

　
内
側
に
「
廿
五
ャ
ー
ド
」
離
れ

　
て
引
か
れ
た
線
な
り
。

０
「
デ
ッ
ド
ポ
ー
ク
フ
イ
ｙ
」
は

　
「
ゴ
ー
ぐ
フ
イ
ｙ
」
か
ら
「
二

　
十
五
ャ
ー
ド
」
以
内
離
れ
て

　
外
側
に
引
か
れ
た
線
な
６
ｙ
。

Ｏ
「
ゴ
ー
片
」
は
Ｉ
。
ゴ
ー
で
フ
イ

　
ｙ
」
の
中
央
に
立
て
ら
れ
る

　
屯
の
な
’
９
０

０
「
ゴ
ー
亡
プ
イ
ン
」
と
「
デ
ッ

　
ド
ボ
ー
亡
フ
イ
ｙ
」
の
問
の

　
地
面
を
「
ｊ
ン
ゴ
ー
声
」
叉

　
は
「
ゴ
ー
ル
ソ
ー
ｙ
」
戌
は

　
　
「
ゴ
ー
声
’
リ
ャ
」
と
呼
び
Ｉ

　
乙
の
地
域
が
所
謂
敵
呼
方
の

　
陣
地
な
・
９
．

０
副
詞
の
「
タ
ッ
チ
ラ
イ
ン
」

　
と
相
方
の
「
ゴ
ー
こ
フ
イ
ン
」
‐
‐

　
と
で
目
吹
れ
た
る
地
域
’
ｙ
‐
‐
‐

　
「
フ
エ
ヤ
ー
グ
ラ
タ
ｙ
ド
」
ｙ

　
将
す
。
「
ゲ
ー
ム
」
は
こ
の
地

　
域
内
に
於
て
行
は
る
、
其
以

　
外
の
地
熱
に
出
で
た
と
き
の

　
「
ボ
ー
声
」
は
コ
7
1
ツ
ド
」
と
な

　
’
タ
一
時
中
止
の
耽
態
と
な
り
・

　
て
特
別
の
方
法
に
よ
っ
て
再

　
び
「
ゲ
ー
ム
」
を
緩
行
す
る
事

　
に
な
る
０
　
。

０
「
タ
ッ
チ
ラ
イ
ン
」
の
外
側
を

１９
一

・
し

「
タ
ッ
チ
」
と
云
ひ
（
両
側
に
し
「
ゴ
ｒ
こ
フ
イ
ｙ
」

在
る
）
「
イ
ｙ
ゴ
ー
″
」
の
外
・
　
に
立
て
ら
れ
た
「
＝

側
の
「
タ
ッ
チ
」
を
特
に
「
タ
ニ
フ
ー
フ

ッ
チ
”
・
ｙ
ゴ
ー
″
」
と
云
ふ
　
ゴ
ー

「
ゴ
ー
声
ポ
ス
ト
」

ツ
グ
」
は
「
タ
ツ

声
」
で
あ
る

１
’

｀

じ

の
先
端
議
の
上
適
宜
前
以
て
決
定
す
ベ

ー
ナ
ー
き
屯
の
で
あ
る
）
日
本
内
地
で

ｔ

ｔ
‐
Ｘ
｡
Ｃ
４
「
４
‐
ｒ
４
」
は
三
十
五
分
宛

　
　
　
一
の
様
で
あ
る
が
狗
ほ
中
畢
生
は

　
　
　
一
そ
れ
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね

一
１７

競
技
の
目
的

Ｃ敵
の
「
ｊ
‐
ン

ゴ
ー
ｙ
」
に
手
を
以

り
で
「
ボ
ー
声
」
恥
一
地
面
に
附
け

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
る
か
「
ボ
ー
声
」
を
「
ゴ
ー
声
」

（
門
）
に
蹴
込
む
を
以
つ
で
目
的

と
な
す
、
前
者
を
「
ト
ラ
イ
」
と

云
ひ
、
競
技
の
最
大
努
力
が
乙

の
「
ト
ラ
イ
」
せ
ん
と
す
る
た
め

。
に
な
３
れ
る
。
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「
ゲ
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」
の
開
始
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競
技
の
開
始
は
両
軍
の
主
前
に

よ
っ
て
「
ト
ヌ
」
（
銭
を
投
け
上
ハ

げ
イ
ヽ
決
を
揉
る
か
又
は
拳
を
し
に

て
）
の
紡
果
診
つ
た
と
き
に
は
‐
　
‐
‐

「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
か
「
サ
’
乙
こ

（
陣
）
か
何
れ
か
を
先
廻
ぶ
梱
利

が
呉
へ
ら
れ
る
「
ト
ス
」
に
勝
り

ず
「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
か
「
サ
ー
・
ド
」

を
取
る
場
合
に
風
上
に
「
サ
イ

ド
」
を
勁
７
９
「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
を

フ配の逗陽は考無敵
1-さ様ぶを其へいに
をれなぺ後れ太協誤
逍ね何きにに陽合る

べ
き
で
あ
る
。

ぶと等で受酉のに

べ５天あけす光は

５は候るるる線太
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避い光

でぺ）｀コ
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「
ゴ
ー
声
ラ
イ
ン
」
の
中
央
の

地
面
に
垂
直
に
頑
丈
な
る
社
牡

樹
立
す
ろ
。
こ
の
二
本
の
社
号

結
び
つ
け
た
松
木
を
「
ク
ロ
ご

バ
ー
」
と
将
し
地
表
か
ら
「
千

フ
ィ
ー
ト
」
の
高
さ
に
置
か
れ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

る
ｏ
桂
の
長
さ
は
「
ク
ロ
ス
ザ

];ＣＤス

　
　
フ
ー
ワ
ー
ト

H
j
f
B
a
c
k
＝

　
ハ
ー
フ
バ
ッ
ク
＝
二
人

T
h
r
e
e
Q
u
a
r
t
c
r
B
a
c
k
＝

リ
ー
ク
オ
ー
ク
ー
＝
四
人

F
u
I
I
B
a
c
k
＝

フ
タ
パ
ッ
ク
＝
一
人

下
ら
ざ
る
事
と
定
め
ら
れ
て
あ
げ

Ｉ
」
旬
上
「
一
フ
リ
ー
↓
」
冲
ぐ
審
判
員

か
お
り
が
．
っ
「
心
よ
翁
ご
心
址
高
の
審
判
者
ｆ
あ
６
マ
’

何
に
長
く
と
よ
妥
な
い
の
で
洵
に
俯
名
丿
優
蕩
任
々
４

ご
蝸
言
づ
い
ご
引
副
守
濡
冷
削
凛
よ
、
よ
’
１

あ
る
ｏ

Ｊ３
「
ボ
ー
声
」

じ

土
人
の
「
ラ
’
酒
ｙ
ズ
ヾ
ン
」
と
が

な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
か
ｘ
る
最

高
根
威
を
具
へ
ら
れ
た
る
「
レ

長
さ
：
”
「
十
一
イ
ン
チ
」
乃
フ
リ
ー
」
は
試
為
‥
両
軍
の
合
議

至
「
十
一
イ
ン
チ
」
四
分
の
一
　
一
の
上
で
逍
任
す
る
、
そ
し
て
最
・

　
樅
の
周
回
・
…
「
三
十
イ
ｙ
も
公
平
で
あ
る
乙
と
が
要
求
３

チ
乃
至
「
三
十
一
ｊ
・
ン
チ
」
　
　
れ
る
。
「
レ
ー
フ
ヲ
ー
」
は
笛
を

　
根
の
周
回
・
…
「
二
十
五
更
吹
い
て
「
ゲ
ー
ム
」
を
適
宜
停
止

乃
至
「
二
十
六
河
ｙ
チ
」

「
十
三
オ
ン
ス
」
牛

乃
至
十
四
オ
ン
ス
」
半

せ
し
む
る
た
め
笛
を
所
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
ね
。

手
縫
ひ
で
「
一
イ
ン
チ
」
に
八
針
じ

以
上
の
乙
と
、
出
来
る
丈
こ
れ

に
近
い
「
ボ
ー
ク
」
を
使
用
す
る

４
「
ブ
レ
”
・
ヤ
ー
（
競
技
者
）

Ａ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

11

６
時

間

サ
舵
大
限
競
技
時
間
は
四
十
五
分

一
の
四
十
五
分
で
中
に
五
分
以
内

一
の
コ
ー
フ
」
を
入
れ
て
前
後
二
・

・
同
行
ふ
（
必
ず
四
五
分
宛
で
な
、

一
け
れ
ぱ
な
ら
幻
一
と
云
ふ
事
は
な

‐
‐
く
両
軍
の
大
前
と
審
判
と
が
合
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